
安倍川・芦田川・遠賀川に関する補足説明資料

平成16年5月11日
国土交通省　河川局
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安倍川水系安倍川８ｋ付近の状況

現況河道横断図現況河道横断図

7.07.0kk

川幅　約740m

低水路幅　約380m

約480m

約370m

8.08.0kk

9.09.0kk
約690m

約450m

H.W.LH.W.L
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H.W.LH.W.L

((T.P.m)T.P.m)

((m)m)

霞堤位置図霞堤位置図
8K付近は霞堤を生かして現在の堤防が整備された結果、上下流に比べて川幅は狭くなっている

・その昔安倍川は、現在の左岸の市街地側を流れ、藁科川とは合流せず
　駿河湾に注いでいたとされる

・1500年代末に新田を守るため霞堤が築かれた　
・市街地の進展に伴い、昭和50年代までに左岸の霞堤の締め切りが行われた　
・８ｋ付近の左岸は、霞堤を生かして現在の堤防が整備された結果、　
　上下流に比べて川幅は狭くなっている

低水路平均河床高縦断図低水路平均河床高縦断図

低水路平均河床高差分図低水路平均河床高差分図

・昭和・昭和3030年頃は霞堤区間であったことから河床が高い年頃は霞堤区間であったことから河床が高い

・昭和・昭和3030年代の大量の砂利採取により急激に河床が低下年代の大量の砂利採取により急激に河床が低下

・９ｋ付近が勾配変化点であることから、近年は河床が上昇傾向・９ｋ付近が勾配変化点であることから、近年は河床が上昇傾向

１/190 １/150

勾配変化点
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安倍川水系総合的土砂管理計画の検討

20年間の土砂移動について、時間分布、空間分布を含め試算

最も流入土砂量が多いS57についての土砂移動の試算

・近20ヶ年（S57～H13）のデータを基に流入土砂量を推定

・傾向を把握するため、現況河道を基に維持掘削を行わないことを前提に試算　
・河床は19.75k付近から下流は上昇傾向、上流は低下傾向　
・19.75k下流の堆積土砂量は約361万m3、年平均は約18万m3　
・19.75k上流の侵食土砂量は約27万m3、年平均は約1万m3　

・最も流入土砂量が多い57年の土砂移動を試算　
・河床は20ヶ年同様に、19.5k付近から下流は上昇傾向、上流は低下傾向　
・19.5k下流の堆積土砂量は約82万m3　
・19.5k上流の侵食土砂量は約23万m3　

各年の堆積土砂量（0k～19.75k）

平均18万m3

最大82万m3

堆積土砂量
累加堆積土砂量

0.8m上昇

1.0m低下

361万m3堆積

27万m3侵食

堆積

侵食

堆積

侵食

0.3m上昇

0.6m低下

82万m3堆積

23万m3侵食

堆積

侵食

堆積

侵食

総堆積量
361万m3

安倍川管内図安倍川管内図

河床変動縦断図（河床変動縦断図（2020ヶ年）ヶ年）

河床変動縦断図（河床変動縦断図（S57S57））

20年間の流量時系列

堆積土砂量縦断図（堆積土砂量縦断図（2020ヶ年）ヶ年）
堆積土砂量縦断図（堆積土砂量縦断図（S57S57））
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安倍川水系安倍川における河道整備

平成平成1414年年77月洪水（左岸月洪水（左岸4.04.0kk付近）付近）

河岸侵食
約50m

安
倍
川
↓

低水護岸（左岸低水護岸（左岸17.017.0kk付近）付近）

堤防防護のため高水敷整備、河道掘削が必要

高水敷整備、河道掘削後も低水路内で流路は大きく変動

・堤防の欠壊、河岸の侵食などの被害が頻発　

・堤防防護のため高水敷整備、河道掘削が必要　
・高水敷幅は侵食の実績等を踏まえ最低50m確保　
・洪水の主流部を低水路で流下させるため、河道を掘削　

平成平成1212年年99月洪水（左岸月洪水（左岸11.7511.75kk付近）付近）

・高水敷整備済みの区間においても、低水路内で流路は大きく変動　
・H15.3～H15.6の河道掘削後、H15.6洪水により流路は大きく変動　

平成平成1515年６月洪水（年６月洪水（7.07.0kk付近）付近）

基本方針対応河道のイメージ図基本方針対応河道のイメージ図 

昭和昭和5757年年88月洪水月洪水
（福田ヶ谷地先：左岸（福田ヶ谷地先：左岸12.012.0kk付近）付近）

平成平成1111年年11月撮影月撮影

堤防の欠壊堤防の欠壊

河岸侵食河岸侵食

高水敷の被災高水敷の被災

河道掘削後の洪水河道掘削後の洪水

低水護岸低水護岸の整備の整備

H15.3H15.3～～H15.6H15.6に掘削に掘削

高水敷整備区間の流路高水敷整備区間の流路

藁
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川

藁
科
川

安倍川安倍川
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掘削前（H14.8）
洪水後（H15.6）

掘削前、洪水後の横断図掘削前、洪水後の横断図

掘削掘削
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 芦田川河口堰の弾力的放流 　 芦田川水系

弾力的放流の実施基準
●上流降雨の条件：府中雨量観測所の日雨量が10mm以上

●貯水池への流入条件：河口堰への流入量が5.5m
3
/s以上

●河口の潮汐の条件：満潮のおよそ３時間前の上昇時

弾力的放流:

   河口堰貯水池内の水質改善を図るため、貯水位TP.2.00mからTP.1.65mまでの約720,000m3の
貯留水を利用したフラッシュ放流を試行

弾力的放流の運用

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ① ②

竹ｹ端水門主ゲート

魚道ゲート
魚道・流量調節ゲート
流量調節ゲート（全閉）

０．５m3/s

過去の実績：最大260m3/s

河口堰平面図

弾力的放流制限水位　TP. 1.65m

朔望平均満潮位　TP. 2.00m

朔望平均干潮位　TP. -1.78m

貯水位　TP. 2.00m
芦
田
川
河
口
堰

向満潮時水位（３時間前）

約720,000m3

河口堰縦断図

弾力的放流実施一覧
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弾力的放流により、河口堰貯水池内全体において水質
の改善がみられる

河口堰からの距離(km)
2km 4km 6km

8km河口 0km

有効貯水容量　4,960,000m
3

山手橋

芦
田
川
河
口
堰

▼　T.P　2.0m常時満水

河床

BOD

T－P

芦田川河口堰（貯水池）の縦断模式図

弾力的放流に伴う河口堰上流の縦断水質変化図

過去の実績では、弾力的放流後概ね３日間で
常時満水位（T.P2.00m）まで回復している。

実  施  日
第1回 H13.1.26
第2回 H13.3.1

第3回 H13.5.31
第4回 H13.6.15
第5回 H13.10.19
第6回 H13.11.8
第7回 H14.1.17
第8回 H14.1.21
第9回 H14.1.29

H14.1.30
第10回 H14.2.28
第11回 H14.3.6

H14.3.7
第12回 H14.3.15
第13回 H14.4.12
第14回 H14.4.16
第15回 H14.5.16

H14.5.17
第16回 H14.6.26
第17回 H14.7.17
第18回 H15.6.17
第19回 H15.6.18
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●下水処理水の有効活用について調査検討

●既設ダムの有効活用について調査検討

●流水の利用の適正化・合理化等が図られるように関係機関と連携等

渇水流量からみた利水安全度
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正常流量の利水安全度は1/1.2(43位／52年間)と低い。

平成８年の日の出橋地点流況と実績取水量

近年の渇水の発生状況

日の出橋地点における正常流量の根拠

Ｓ５７～Ｈ１４（２１年間）の間に１回（Ｈ６）発生
　・Ｈ６年渇水調整協議会を開催：平成６年８月～１２月で４回開催
　・北九州市等において取水制限等を実施
　　５市６町において、10％の給水制限、最大で１日14時間の断水を実施

日の出橋地点の渇水流量(かんがい期：5/10～10/25)

遠賀川水系河川整備基本方針　補足説明資料（正常流量） 遠賀川水系

実績取水量は許可水利権量を下回っており、実態上、取水への影響もわずか。

平均渇水流量を下回る平成８年でも取水への影響は軽微

取水の安定性を高めるための今後の方向性

（概ね10m3/s）

0. 0

5 . 0

1 0 . 0

1 5 . 0

0 2 4 6 8 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0

日の出橋地点
10.353m3/s

北九州市
上工水

笹尾川
黒　川

新日鐵上工水　　
　神田川用水　他

寿命水門

犬鳴川 彦山川

（河口堰魚道からの必要流量）

取
水

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

5

10

15
流量(m3/s)

距離標(km)

※「取水」「還元・流入」に
ついては主なものを記載

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0

5

10

15

20

日の出橋地点流況
実績取水量
許可水利権量

流量
(m3/s)

Ｈ８年

※実績取水量（届け出値）と許可水利権量は農水・上水・工水の合計値

日の出地点の正常流量は、下流における必要流量から算出している。

正常流量 維持流量 水利権量 流入・還元量＝ ＋ －

流　入：支川の流入量　　　　　　
　　還元量：農業用水等からの還元
量

日の出橋下流の水利権量遠賀川河口堰魚道の
必要放流量

(10.35m3/s) (0.22m3/s) (11.47m3/s) (1.34m3/s)

0

維持流量

流
入
・
還
元
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遠賀川水系河川整備基本方針　補足説明資料（内水対策） 遠賀川水系

整備が必要なポンプ規模の検討

遠賀川の河川整備基本方針においては、内水排
水量を計画上見込んでいる。

内水地区は右図に示すとおりで、その流域面積
は２０３k㎡（遠賀川流域面積の約２０％）である。

内水排除はポンプにより行うものとし、計画排水
量は３０年に１回程度の湛水に対し、家屋の床上
浸水を解消する排水量とした。

河川整備基本方針上見込んでいるポンプ規模は、
５０４m3/sである。

基準地点日の出橋では、基本高水のピーク流量
４，８００m3/sのうち１８８m3/sのポンプ規模を見
込んでいる。

平成１５年７月出水に対する内水被害軽減効果

平成１５年７月の出水に対して、施設整備後の被害軽減効果は下図のとおりであり、
床上浸水１，３０１戸、床下浸水８５７戸、浸水面積１，２３４haの被害軽減となる。

H15.7浸水実績

施設整備後

計画で想定している内水ポンプ等
が整備されると…

１６２（　３３）３４２（１５５）５０４（１８８）合計

　　４（ 　０）　１３（　　８）　１７（　　８）その他支川

　１０（　１０）　１９（　１９）　２９（　２９）穂波川

　４９（ -　）　１２（ 　-　）　６１（ 　-　）犬鳴川

　９９（　２３）２９８（１２８）３９７（１５１）遠賀川

今後必要なポンプ
規模〔m3/s〕

平成15年時点での
既設ポンプ規模
〔m3/s〕

河川整備基本方針
上見込んでいるポ
ンプ規模〔m3/s〕

河川名

※数字は遠賀川全流域におけるポンプ規模
※（　）内書は日の出橋上流域のポンプ規模

※河道は現況河道

※河道は計画河道

施設整備後のイメージ

H15.7出水時水位

嘉穂劇場

無湛水（施設効果1.6m)

H15.7出水時水位（床上浸水）

施設効果1.3m

施設整備後の水位

　 （床下浸水 浸水深約0.1m）

床上浸水戸数 浸水面積

整備前
1930戸

整備後
629戸

整備前
1516戸

整備後
659戸

整備前
1482ha

整備後
248ha

床下浸水戸数
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